
（別紙３）

～ 令和７年　３月　２7日

（対象者数） 5 （回答者数）
3

～ 令和７年　３月　２7日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちや保護者の方たちからの要望に応え、今以上の活

動が提供できるよう常日頃から情報収集、研究を重ねていき

ます。

2

園内での活動にとらわれず、子どもの将来や活動の幅を見越

して、情報収集や研究をしながら、関係機関と連携をとって

行く。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
法人に対し必要性を具体的に説明し、理解を求めていきま

す。

2

3

インクルーシブを主とし、同施設内の学童とも連携しながら交

流やプログラムの共有をして取り組んでいる。

集団活動への参加や他児との関わり方などの子ども一人一人の

課題に沿って、プログラム内容を提供している。

○事業所名 　児童発達支援・放デイ　聖愛

○保護者評価実施期間
令和8年　３月　１2日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年　３月　１９日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　３月　２7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

少人数の中で個々の特性をしっかり把握しながら、部分的に子

どもと共にプログラムの内容を決めている。

子どもとの対話の時間を設け、やりたいことや興味のあること

を引き出して、支援計画やプログラムに活かしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員数が足りていない

事業所における自己評価総括表公表


